
第
３
回
日
中
料
理
交
流
会
が

10
月
27

日(

土)

、
熊
本
市
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
は
あ

も
に
い
」
で
開
催
さ
れ
、
中
国

人
留
学
生
17
名
、
日
本
の
大
学

生
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
語
と
中
国
語
が
両
方
堪

能
な
指
導
ス
タ
ッ
フ
と
餃
子
作

り
が
得
意
な
留
学
生
に
教
わ
り

な
が
ら
、
皆
で
調
理
。
卵
焼
き

の
方
は
日
本
人
学
生
が
指
導
側

に
回
り
ま
す
。
開
始
直
後
は
少

し
緊
張
し
て
い
た
学
生
た
ち
も
、

共
に
作
業
す
る
間
に
少
し
ず
つ

打
ち
解
け
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
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出来上がった料理で昼食交流会

きれいに包まれた餃子

卵焼きもたくさん作りました

真
剣
な
面
持
ち
で
卵
焼
き

を
作
る
留
学
生

作
っ
た
餃
子
は
そ
れ
ぞ
れ

自
分
達
で
ゆ
で
ま
す

食
器
洗
い
も
皆
で
し
ま
し
た

スタッフに教わりながら餃子を包む参加者ら

皮をまるく伸ばします



第
26
回
熊
本
国
際
交
流
祭
典

が
11
月
２
日
、
熊
本
市
の
健
軍

商
店
街
「
ピ
ア
ク
レ
ス
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
県
国
際
協
会
が

主
催
し
、
県
内
の
国
際
関
連
団

体
が
参
加
し
て
毎
年
行
わ
れ
、

パ
ネ
ル
展
示
・
バ
ザ
ー
・
グ
ル

メ
・
異
文
化
体
験
の
各
コ
ー
ナ
ー

に
加
え
て
ス
テ
ー
ジ
で
も
様
々

な
出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

当
協
会
も
グ
ル
メ
部
門
に
出

店
し
、
恒
例
の
手
作
り
中
華
菓

子
の
麻
花
（
マ
ー
フ
ァ
）
・
芝

麻
菓
（
ジ
ー
マ
ー
ガ
）
と
新
し

く
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
鶏
蛋
湯

麺
（
ジ
ー
ダ
ン
タ
ン
メ
ン
）
を

販
売
し
ま
し
た
。

今
年
は
来
場
者
も
多
く
、
評

判
は
上
々
。
用
意
し
た
60
食
の

鶏
蛋
湯
麺
は
２
時
過
ぎ
に
は
完

売
、
麻
花
や
芝
麻
菓
も
例
年
よ

り
た
く
さ
ん
売
れ
ま
し
た
。

利
益
目
的
の
価
格
設
定
で
は

な
い
た
め
、
わ
ず
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
売
上
金
か
ら
経
費
を

指
し
引
い
た
収
益
金
は
国
際
協

会
を
つ
う
じ
て
、
佐
賀
県
の
豪

雨
被
害
の
義
援
金
に
寄
付
を
し

ま
し
た
。
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県青年海外協力協会のフォークダンス

抹
茶
体
験
を
す
る
参
加
者

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
に
出
店

し
た
熊
本
県
日
中
協
会
の

テ
ン
ト
。

多
く
の
お
客
様
が
足
を
止

め
て
く
れ
ま
し
た
。

鶏蛋湯麺とは鶏の卵のスープに

入った麺という意味です。

「蛋」という漢字は「たまご」

のことで、日本ではあまり使いま

せんが、たんぱく質（蛋白質）の

「たん」の字です。

中国で「卵」は、虫や魚なども含めた動植物全体の卵を指し、

特に食用にする動物のたまご（主に鳥類）は「蛋」で表します。

また、「湯」はスープのことで、日本でいう「お湯」の意味は

ありません。中国人にとって、お風呂屋さんの「湯」と書いたの

れんなどは、ちょっと変に感じるそうです。

大人気のもちつき体験コーナー
（県国際農友会）

チヂミやトッポギがおいしそう
（韓日文化交流センター）

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
日
中

友
好
協
会
さ
ん
の
ブ
ー
ス

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
で
は
誰
で
も

思
い
思
い
に
楽
し
め
ま
す
。
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令
和
２
年
１
月
25
日
（
旧
暦

の
１
月
１
日
）
、
春
節
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
人
吉
球
磨
が
Ｊ
Ｒ

人
吉
駅
前
広
場
と
く
ま
川
鉄
道

お
か
ど
め
幸
福
駅
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

旧
正
月
の
元
旦
で
あ
る
「
春

節
」
は
中
華
圏
の
方
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
祝
祭
日
。
昨
今
増

加
す
る
中
国
人
観
光
客
へ
の

「
お
も
て
な
し
」
や
地
域
住
民

の
外
国
文
化
へ
の
理
解
促
進
を

主
な
目
的
と
し
て
、
人
吉
球
磨

観
光
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
企

画
・
実
施
。
駅
や
街
中
を
飾
り

付
け
、
餅
つ
き
や
郷
土
料
理
の

汁
物
の
振
る
舞
い
、
焼
酎
の
試

飲
や
特
産
品
の
販
売
、
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
や
太
鼓
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
と
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

在
熊
の
中
国
人
の
方
や
、
日

本
人
観
光
客
も
大
歓
迎
と
の
こ

と
で
す
。

「
Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｙ

Ｄ
Ａ

Ｎ
Ｃ
Ｅ

＆

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス

熊
本
県
少
林
寺
拳
法
連

盟
の
演
武
披
露

着物姿で記念撮影する
留学生たち

キッズ・ジュニアダンスショ
ウケース（日加協会）

ハワイアンフラダンス
（ピカケスタジオ）

ステージ前に髪飾りを整える
出演者（外国人妻の会）

和装のイケメン二人組

他
の
服
も
試
着
し
て
み
よ
う

か
な
〜



中
国
語
の
日
常
頻
繁
に
使
わ

れ
る
言
葉
は
、
皆
様
も
ご
存
じ

の
よ
う
に
、
ニ
イ
ハ
オ
や
ハ
オ

チ
ー
な
ど
で
す
。

中
で
も
、
中
国
人
が
日
常
会

話
で
耳
に
す
る
、
日
本
人
に
と
っ

て
面
白
い
言
葉
を
少
し
だ
け
集

め
て
み
ま
し
た
。
話
の
タ
ネ
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

令和元年１２月１日
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令
和
２
年
２
月
11
日
、
劉
福

君
九
州
二
胡
教
室
主
催
の
「
熊

本
城
復
興
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
熊
本
県
立
劇

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
は
、
本
場
中
国

か
ら
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
熊
本
交

響
楽
団
と
九
州
二
胡
教
室
の
メ

ン
バ
ー
総
勢
２
百
名
が
出
演
す

る
大
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
当
協
会

も
名
義
後
援
を
し
て
い
ま
す
。

主
催
団
体
代
表
の
劉
福
君
氏

は
、
九
州
全
県
に
二
胡
教
室
を

開
講
、
熊
本
地
震
直
後
も
被
災

地
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
各
地
で
行
う
な
ど
、
熊
本

を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

入
場
料
は
前
売
券
二
千
五
百

円
（
当
日
券
三
千
円
）
。
協
会

で
は
二
千
円
で
販
売
中
。
お
問

い
合
わ
せ
は
協
会
事
務
局
ま
で

（0
9
6
-
3
5
6
-
4
8
4
7

）

二胡演奏家の劉福君氏

先
日
、
学
生
た
ち
の
日
中

料
理
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
が
三
回
目
。
中
国
か
ら

餃
子
、
日
本
か
ら
卵
焼
き
の

相
互
伝
授
で
す
。

餃
子
と
言
え
ば
中
国
で
は

水
餃
子
で
す
。
厚
め
の
小
麦

粉
の
皮
で
包
ん
だ
、
ニ
ン
ニ

ク
を
入
れ
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
日
本
で
は
お
か

ず
に
し
て
食
べ
ま
す
が
、
中

国
で
は
主
食
で
味
わ
い
ま
す
。

餃
子
は
交
子
（
ジ
ャ
オ
ズ

子
を
授
か
る
）
と
同
じ
発
音

で
、
清
代
の
銀
子
（
貨
幣
）

に
も
形
が
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
縁
起
が
い
い
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
と

い
う
字
は
「
続
く
、
末
永
く
」

の
意
味
も
あ
り
、
長
寿
の
願

い
ご
と
の
際
に
出
さ
れ
ま
す
。

大
晦
日
や
年
越
し
の
際
に

は
、
特
に
東
北
地
方
で
縁
起

物
と
し
て
食
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
日
本
に
は
満

州
引
揚
者
が
持
ち
帰
り
、
独

自
の
焼
き
餃
子
を
広
め
ま
し

た
。
今
で
は
、
宇
都
宮
な
ど

国
内
十
三
か
所
が
餃
子
の
町

と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

好好学习，妈妈快乐

好闻 AA制

宝宝

早点

点心

开心

困死了

说得流利 生气

忙得要命


